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子
ど
も
の
食

の
健
康
科
学
講
座

(26)

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
戎

利

光

 (教
育
学
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士
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学
博
士
)

胤

◆

戎

利
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(
え
び

す

と

し

み

つ
)

先

生

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
昭
和
50
年
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
を
経
て
、
昭
和

54
年
、
同
じ

く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
と
同
時

に
、
血
液
脂
質

・
身
体
組
成

・
呼
吸
循
環
機
能
の
運
動
生
理
学
的
研
究
に
よ
り
、

教
育
学
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
、
血
液
脂
質

・
動
脈
硬
化
指
数

・
体
力
等
に

関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
研
究
で
、
愛
知
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
号
を
取
得
。

現
在

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

教
授

(教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
)

旧帽に帽口㎝㎝嘲騨　◎

乱
れ
た
生
活
習
慣
の

実
態
と
そ
の
悪
影
響

}鱈姫にOOO{㎝
　O

「健
康
生
理
学
」
「公
衆
衛
生
学
」
「人
間
健
康
科
学
研
究
」
「生
涯
学
習
文
献
演

習
」
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
」
「
学
校
保
健
学
」
「健
康
科
学
特
論
」
な
ど

の
講
義
を
担
当
。

専
攻
分
野

健
康
科
学

・
健
康
生
理
学

・
公
衆
衛
生
学

学
術
論
文
や
専
門
誌
の
依
頼
原
稿
な
ど
約
二
〇
〇
編
を
出
版
し
、
新
聞
や
各

種
印
刷
物

へ
の
依
頼
原
稿
を
含
め
る
と
三
〇
〇
編
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
他
、
数

多
く
の
著
書
、
翻
訳
な
ど
が
あ
り
、
国
際
教
育
医
学
会
議
を
始
め
、
日
本
教
育

医
学
会
第
28
回
大
会
な
ど
、
国
際
会
議
や
学
会
の
通
訳
な
ど
も
務
め
る
。

嘲
O

に
O

旧陶肥口
oo

口馴

◎

な
ん
と
な
く
夜
ふ
か
し
す
る
子
ど
も
達

子
ど
も

の
就
寝
時
刻
が
遅
く
な
り
、
夜

型
化
し
て
い
る
様
子
は
、
い

ろ
い
ろ
な
報
告
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
小
学

生
を
対
象
に
し
た
調
査

で
も
、

一
九
八
四
年
か
ら

一
九
九
四
年
の

一
〇
年

間
に
、
夜

一
〇
時
以
降

の
遅

い
時
刻
に
就
寝
す
る
子
ど
も
が
、

一
〇
%

か
ら
二
三
%

へ
増
え
て
い
る

と

い
う
報
告

(謝
名
元
,

一
九
九
入
)
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
結

果
を
調
べ
て
も
、
子
ど
も
の
夜
型
傾
向
は

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

83



84

 

小
学
校

七
校
の
児
童

(三
年
生
～
六
年
生
の
男
子
入
五
九
人

・

女
子
八
三
七
人
の
合
計

一
、
六
九
六
人
)

の
食
事
状
況
と
生
活
習

慣
を
調
べ
た
結
果
、
肥
満
度
が
正
常
の
児
童
も
肥
満
児
も
、
就
寝

時
刻
の
遅

い
方
が
、
就
寝
時
刻

の
早

い
方
よ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
る

時
間
が
有

意
に
長

い
と
い
う
報
告

(深
谷
ら
,

一
九
九
四
)
も
あ

り
、
就
寝

時
刻
の
遅
い
児
童
は
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
間
の
長
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

テ
レ
ビ

の
視
聴
時
間
が
三
～
四
時
間
と
い
う
児
童
が
、

一
九
八

四
年
に
は

一
九
%
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九
九
四
年
に
は
二
七
%
に

な
り
、
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
四
時
間
以
上
と

い
う
児
童

は
、
そ
の

一
〇
年
間

に

一
二
%
か
ら
二
六
%

へ
と
大
幅
に
増
え
た
と

い
う
報

告

(謝
名
元
,

一
九
九
入
)
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
夜
遅
く
ま

で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
実
態
が
わ
か
り
ま

す
。
就
寝
時
刻
に
つ
い
て
は
、
山
間
部
に
居
住
す
る
児
童
と
都
市

部
に
居
住
す
る
児
童
と
で
は
、
有
意
な
差
が
な
か

っ
た
と

い
う
報

告

(白
木
ら
,

一
九
九
六
)
が
あ
り
ま
す
の
で
、
環
境
に
よ
る
違

い
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
な

る
と
、
先
月
号

(本
誌
二
〇
〇
三
年
九
月
号
)

で
の
解

説

の
よ
う

に
、
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
の
多

い
こ
と
は

十
分
理
解

で
き
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
深
夜

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

か
ら
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
1
と
図
2
の
よ
う

に
、
「な
ん

と
な
く
夜

ふ
か
し
し
て
し
ま
う
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
ぼ
五
割

で
す
。
特

に
高
校
生
は
、
「
な
ん
と
な
く
夜
ふ
か
し
し
て
し
ま
う
」
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図1.睡 眠不足 を感 じてい る理 由(男 子)

([財]日 本学校保健会、 『平成8年 度児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書』、

[財]日 本学校保健会、p.47、1998)



と
答
え
た
男
子
が
五
六

・
九
%

・
女
子
が
五
八

・
二
%
と

一
番
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
「宿
題
や
勉
強
で
寝
る
時
間
が
遅

く
な
る
」

「
な
か
な
か
眠
れ
な

い
」
「
深
夜
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
」

な
ど
と
答

え

た
児
童

生
徒

の
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
(
図

1

・
2
参

照
)

◎

食
生
活
の
乱
れ
が
悪
影
響
1

夜
更
か
し
な
ど

の
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
り
、
最
近
起
立
性
調

節
障
害
が
子
ど
も
に
多

い
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

子
ど
も
に
立
ち
く
ら
み
が
み
ら
れ
、
学
校
で
朝
礼
の
時
に
気
分
が

悪
く
な
り
、
し

ゃ
が
み
こ
ん
だ
り
、
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
立
ち
く
ら
み
は
、
大
人

で
も
み
ら
れ
ま
す
。
お
風
呂
で
浴
槽
か
ら
出
よ
う
と
し
た
時
な
ど
、

ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
、
気
分
が
悪
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
大
人

で
も
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も

の
立
ち
く
ら
み
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
自
律
神
経

(交
感
神

経
と
副
交
感
神
経
)
が
正
常
に
働
か
な
く
な
り
、
血
管

の
収
縮
が
う
ま
く
行
わ
れ
な
い
為
に
、
脳
の
血
流
量
が
不
足
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我

々
は
立

っ
て
い

る
時
や
立
ち
上
が
っ
た
時
に
は
、
重
力
に
よ
り
ど
う
し
て
も
血
液

が
下
半
身

に
集
ま
り
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
為
に
自

律
神
経
が
働
い
て
、
下
半
身

の
静
脈
を
収
縮
さ
せ
、
下
半
身

の
血
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[財]日 本学校保健会、p.48、1998)
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液
を
心
臓

に
戻
し
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
急
に
立
ち
上
が

っ
て
も
体
中

に
血
液
を
循
環

で
き
、
脳
に
も
十
分
な
血
液
が
送
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
自
律
神
経
が
十
分
に
働
か
な

い
と
、
こ
の
血
管
の
収
縮
反

応
が
う
ま
く
行
わ
れ
ず
、
心
臓

へ
戻
る
血
流
量
が
少
な
く
な
り
、
脳

へ

の
血
流
量
も
不
足
し
て
立
ち
く
ら
み
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
た

起
立
性
調
節
障
害
に
は
、
「朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
な
い
」
「息
切
れ
が

す
る
」
「疲

れ
や
す
い
」
「食
欲
不
振
」
「頭
痛
」
「腹
痛
」
「
不
眠
」
な

ど
の
症
状
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
な

い
と

い

っ
た
状
態

が
長
く
続
け
ば
、
不
登
校

の
き

っ
か
け
に
な
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
起
立
性
調
節
障
害
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生

・
高
校
生
く

ら
い
に
起

こ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
年
代
の
約

一
割
の
児
童
生
徒
に
み

ら
れ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
遅
寝
遅
起
き
と

い
っ

た
生
活
習
慣
の
結
果
、
朝
起
き
が
悪
く

・
腹
痛

・
気
持
ち
が
悪

い
な
ど

と
訴
え
、
朝
食
が
摂
れ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
朝
起
き
が

悪

い
子
の
中
に
、
起
立
性
調
節
障
害
に
よ
る
も

の
が
か
な
り
あ
る
と

い

う
指
摘

(大
国
,

一
九
九
九
)
も
あ
り
ま
す
。
乱
れ
た
生
活
習
慣
の
中

で
も
、
特

に
食
習
慣
の
乱
れ

(朝
食
抜
き
)
が
、
起
立
性
調
節
障
害
に

影
響
し
て

い
る
よ
う

で
す
。

◎

早
寝
早
起
き
で
健
康
に
ノ

こ
の
自
律
神
経
は
病
気

の
予
防
に
も
作
用
す
る
と
い
う
指
摘

(井
上
,

一
九
九
六
)
が
あ
り
ま
す
。
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
入

っ
て
き
た

時
、
.交
感
神
経
が
活
発
に
働
き
、
身
体
に
抵
抗
力
を

つ
け
て
感
染
を
防

こ
う
と
す
る
と

い
う

こ
と
で
す
。
自
律
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、

細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を

も
弱
め

て
し
ま

い
ま
す
の
で
、

体
調
を
崩
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と

に
よ
る
悪
影
響
は
精
神
的
な

も
の
も
多
く
、
欲
求
不
満

・
不
安

・
自
己
嫌
悪
な
ど
を
招
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
視
床
下
部
に
あ
る
食
欲
に
関
す
る
中
枢

(摂
食

中
枢
と
満
腹
中
枢
)
を
刺
激
す
る
と
、
食
欲

の
調
節
が
乱
れ
て
、
無
理

な
ダ
イ

エ
ッ
ト

(本
誌

二
〇
〇
三
年
五
月
号
と
六
月
号
を
参
照
)

に
よ

り
拒
食
症
や
過
食
症
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
る
悪
影
響
は
ま

だ
続
き
ま
す
。
高
校

一
、
二

年
生
七
五
人
を
対
象
に
体
温
測
定
を
行

っ
た
結
果
、
早
寝
早
起
き
の
高

校
生
に
低
体
温

(平
熱
三
六
℃
未
満
)

が
少
な
か

っ
た
と

い
う
報
告

(馬
場
,

一
九
九

二
)
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
夜
型
の
生
活
パ
タ
ー
ン

を
送

っ
て
い
る
人
と
朝
型
の
人
と
で
は
、
体
温
の
日
内
変
動
も
異
な
り
、

朝
型
の
人
は
夜
型
の
人
よ
り
朝
体
温
が
高

い
の
で
活
動
的
で
、
夜
型
の

人
は
体
温

の
上
昇
が
遅
い
の
で
、
頭
が
冴
え

て
活
動
的
に
行
動
で
き
る

ま

で
少
し
時
間
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
朝
目
覚
め
が
よ
く
活
動

的
に
行
動
で
き
る
と

い
う

の
は
、
清
々
し

い

一
日
を

ス
タ
ー
ト
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

乱
れ
た
生
活
習
慣
の
悪
影
響
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
、
活
動
的

で
健

康
的
な
日
々
を
送

っ
て
い
た
だ
き
た

い
も

の
で
す
。


